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　　　心 身 症 に対 す る桂枝加竜骨 牡蛎 湯

　　　　　　　　　　　　　　　　　そ の 情動調 整作 用
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　目的　桂枝加竜骨牡蛎 湯 は、その 適応 と して 神経衰弱 ・ヒ ス テ リ
ー
等が掲げ られ 、 心療

内科領域 で も自律神経失調症 その 他 に 頻用 さ れ て い る処方で あ る。

　そ の 証 と して 、 心 理 面で は 七 情の 内で も
“ re

’V
が 重視 され て い るが 、 心身症領域 で は ど

うで あ る か を桂枝加竜骨牡蛎湯 の 奏効し た 症 例に つ い て 検討 した 。

　対 象　 S62 ．4 月〜63 ．3 月 の 1 年 間、唐津 日 赤病院 心 療 内科外来思者 156 名の

内 、 桂枝加竜骨牡蛎湯が 奏効 し 、 その 証 と考 え られ た心 身症
・神経症 7 例 。 （自律 神経失

謫症 、精神病領域 の 患者は 除外 し た 。 ）

　結果　 7 例の内 、 女性 5 ．男性 2 名 。 診断 名は不安神経 症 2 、恐 怖症 3 、過敏性大腸症

候 群 1
、 不 眠 症 1 で あ っ た 。 心 理 社会的検討 で は 、 多 くの 例に 登校 ・出社 ・通 院等 に 対す

る拒 否状態 が み られ 、そ の根底に
ts
恐 れ

”

の 感情が多 く認 め られ た 。

　桂枝加竜脅牡蛎湯投 与 に よ り、身体症状 の 改善 と共 に 、 恐れ→ 不安→ 消失へ 改善し た例

と恐 れ → 悲 ・淋 ・
思等の他の 情動 へ 主体が移行 し た例 と が み られ 、 心理療法 の併 用 に 際 し

て 興味深 い 点 で あ っ た 。

　 腹証で も、躋上下 の悸は少 な く腹直筋拘急 を伴 う者が 多くみ られ た 。

　考察　対 象患者の 心理 社会的検討 か らは、環境へ の 過剰 反応 の 結果 と して の 気血両虚→

心 身衰弱→ 環境不適応 へ の 恐 れ → 出社 ・登校拒否 と し て 受診 し た者 が 多 く、む し ろ情動面

で 主体 と な る 感情は
“

恐
”

で あ る可能性が 考え られ た 。

　恐 は驚 と共 に 、五 行 で は 腎 に 入 り、腎虚 の 1 つ の 表わ れ で あ る と考 え られ る。桂枝加竜

骨牡蛎湯 は 、 夢精
・

イ ン ポ ラ ン ッ 等性的症状 に 頻 用 され、腎虚 に も対処 で き る処 方で あ b、

情動 面で は驚 と共 に 心身症 ・神経症的な 恐 れ の 感情に 使用 で き る と考え 、 証 の 1 つ と し て

考 慮され る可能 性が示唆 され た 。

　結語　 桂枝加竜臂牡蛎湯は 、 心 理的面で は
、
　me　

tl
だけ で な く、 恐 怖神経症 等 の

“

恐
”

を主体 とし た疾患 に も有効で あ る場合が 多い と思 わ れ た 。
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